
マテリアリティ

当社グループは、経営理念である「進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために」およびVisionであ

る「FDKグループは、Smart Energy Partnerとして、先進技術を結集し、お客様に電気エネル

ギーを安心して効率的に活用いただき、持続可能な社会の実現と発展に貢献します」を実現

マテリアリティの特定プロセス
当社グループのマテリアリティの特定にあたっては、社内に「サステナブル推進準備委員会」を

立ち上げ、委員会メンバーによる社会課題の抽出を行ない、その後、当社グループおよびステーク
ホルダーへの重要度の観点から各マテリアリティ候補の評価を行なうとともに、経営会議等にお
けるディスカッションを踏まえた上で 5 つのマテリアリティを特定しました。2022 年度からは
各マテリアリティにおける KPI を設定し、それぞれの事業部門等で取り組みを進めています。

していくために、新たに5つのマテリアリティを特定しました。

当社グループは、事業活動を通じて特定した 5つのマテリアリティを実現し、社会の持続的な

発展とサステナブルな企業価値向上を目指しています。

当社グループの 5 つのマテリアリティ（重点課題）

社会問題の整理フロー

STEP 1 社会課題の整理

● �サステナブル推進準備委員会にて社会課題を抽出
● �抽出された社会課題と当社グループの関連性を考察するとともに、ディスカッションを実施し特定

STEP 2 マテリアリティマップの作成

● �特定した社会課題の重要度を社内、社会の視点からそれぞれ 5 段階評価を実施
● �評価結果をグラフへマッピングし重要度を考察し、重点課題の位置づけを確認

STEP 3 妥当性の検証

● �サステナブル推進準備委員が各分野の視点から多面的に考察し、当社としての重点課題を検証

STEP 4 マテリアリティの特定

● �経営会議およびサステナブル推進委員会にて当社グループのマテリアリティを決定

サステナブルに関する
キーワード抽出

サステナブル推進準備委員会
キーワード数：1,496 個

社会課題のリスト化

抽出したキーワードから
関連する社会課題を 

リスト化

社会課題抽出

当社との関連性を考察し
社会課題候補を 19 個抽出

影響確認

社内・社会

マテリアリティ 当社にとってのマテリアリティの施策 ESG区分 関連する SDGs

1 安心安全な
電気エネルギーの提供

● �サステナブルな社会を支える製品およびソリュー
ションを提供する E・S

2 地球環境との共生
● �気候変動への対応
● �持続的社会の実現・発展への貢献
● �循環型社会の推進

E

3 多様な人材の活躍推進
● �全従業員の能力を最大限に発揮できる環境づくり
● �健康で働き続けられる環境づくり S

4

コーポレート・ガバナンス
の持続的強化／
リスクコンプライアンスの
高度化

● �ステークホルダーの立場を踏まえ、経営の透明性と
客観性を確保した迅速な意思決定を実現するための
体制と監督機能の強化

● �リスクコンプライアンス体制の基盤強化
● �全社内部統制の強化
● �法令および社会規範の遵守と高い倫理観を持った

行動の徹底

G

5 地域・社会・コミュニティー
の持続可能性への貢献

● �地域社会とつながり、笑顔溢れる世の中の実現 S

社
会
に
お
け
る
重
要
度

自社における重要度

1  安心安全な電気 
エネルギーの提供

4  コーポレート・ガバナンス
の持続的強化／リスク
コンプライアンスの高度化

2  地球環境との共生

3  多様な人材の活躍推進5  地域・社会・コミュニティーの
持続可能性への貢献
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FDK グループのサステナビリティ基本方針にもとづく
マテリアリティの位置づけ

FDKグループのマテリアリティは、当社グループおよびステークホルダーへの重要度の観点から

優先度を検討して設定しており、マテリアリティに関連するSDGsの解決に向けてサステナビリ

ティ経営を推進しています。5つのマテリアリティの重点施策の実践を通じて、すべてのステーク

ホルダーに価値を提供するとともに、FDKグループの経営理念の実現に取り組んでいます。

FDK グループ戦略 Framework「10 年の計」

取締役会／ 経営会議／ サステナブル推進委員会に
よるマネジメントで、経営理念の実現にコミット

事業計画へビルトイン

行動基準・行動規範の明文化

FDK
企業行動指針

サステナビリティ基本方針
FDK グループは、経営理念である「進化に挑戦　輝く未来と笑顔のため
に」のもと、ステークホルダーと協働し、すべての事業活動を通じて様々な
社会問題を解決することで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

中期事業計画「R2」（2023～2025 年度）の三本柱

1 �主力ビジネスの利益
ある成長の加速

2 �新規ビジネスの
始動と開拓

�3 �認め合い・高め合う
文化の醸成

あるべき姿（≒ Vision 達成の定義）Vision

進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために経営理念

マテリアリティ
❶  安心安全な電気エネルギーの提供
❷  地球環境との共生
❸  多様な人材の活躍推進

❹  �コーポレート・ガバナンスの
持続的強化

❺  �地域・社会・コミュニティー
の持続可能性への貢献

FDK のサステナビリティ経営
：マテリアリティ中長期目標にもとづくPDCA

お客様の満足 従業員に対する責任

株主への約束 社会への貢献

and 
（すべてに応える）

And Game　計画実行にあたり大切にすべき、FDK の新しい文化
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5つのマテリアリティ

マテリアリティ 重点テーマ 中⾧期目標 目標 2024 年度実績

❶�安心安全な電気エネルギー
の提供

サステナブルな社会を支える
製品およびソリューションを
提供する

■�様々なパートナーとともに未来のスマートシティの実現をはじめ、
様々なシーンで貢献できる製品・ソリューションを開発し提供

【具体的なシーン】
1．Smart Infrastructure
2．Smart Home & Office
3．Smart Retail Store
4．Smart Factory & Mobility

1．Smart Infrastructure
社会インフラ用途の製品開発、性能向上を目指した新製品開発、資源効率向上に寄与する製品開発
2．Smart Home & Office
家電用途向け製品の開発、性能向上を目指した新製品開発、環境負荷低減に関する技術開発
3．Smart Retail Store
電源バックアップ用途向け製品の量産開始、性能向上を目指した新製品開発
4．Smart Factory & Mobility
車載アクセサリやモビリティ用途向け製品の量産および拡販

P.32

❷地球環境との共生 気候変動への対応 ■カーボンニュートラルへの貢献
1．再生可能エネルギー導入：2030年までに100％
2．Scope 1～Scope 3排出量の統合管理達成
3．省エネ活動1％削減/年＝2029年度で7％削減

1．2024年度再生可能エネルギー導入率24%相当、太陽光発電の運用開始（鳥取工場）
2．Scope 3排出量管理のためのサプライヤーからの情報収集および体制構築を実施
3．省エネルギー化への施策を抽出し、目標達成に向けて実行、老朽化した設備の計画的な更新

P.35

持続的社会の実現・発展への
貢献

■ステークホルダーとの協働
1．サプライチェーンとの協働推進
2．社内体制の再構築
3．国内外の外部機関との連携推進
4．国際標準規格の提案
5．含有化学物質調査の100%維持継続
6．責任ある鉱物調達調査の100%維持継続

1．�人権デュー・ディリジェンスの実施の上、サプライヤー（取引先を含む）へ取り組み内容を統合報告
書にて公開

2．CSR調査のシステム化による進捗の可視化
3．欧州電池規則、バッテリーデュー・ディリジェンスの情報収集および対応
4．電池工業会を通じた国際標準規格への貢献
5．含有化学物質調査の100%維持継続
6．責任ある鉱物調達調査の100%維持継続

循環型社会の推進 ■資源の有効活用～様々な観点での資源有効活用～
＊ 効率・⾧寿命・低減・削減・リサイクル
1．省資源化に寄与する製品の設計・開発
2．資源効率向上に寄与する製品の設計・開発

1．�省資源化製品の設計・開発、調達材料と廃棄物の削減、コバルトなどのレアメタル使用量の削減、
製品の長寿命化

2．材料使用量の削減、減プラの検討、材料利用率の改善

❸多様な人材の活躍推進 全従業員の能力を最大限に
発揮できる環境づくり

■人材投資（教育）の充実 1．能力開発
・社内での創造活動の活性化を図るためのPMO養成研修の導入

2．タレントマネジメント（人材育成）
・次世代リーダーの育成強化
・グローバル人材育成に向けた語学教育（留学）の継続

3．学習機会の提供
・eラーニングおよび通信教育、道場の活用促進
・自ら学ぶ文化の醸成、従業員のスキルおよびモチベーション向上に寄与する機会の提供

P.40

■ダイバーシティ（インクルージョン）の推進
1．障がい者雇用の継続・支援
2．環境・ファシリティ整備（ユニバーサルデザイン化の拡張）
3．ワークライフバランスの充実

1．障がい者雇用活動の継続と支援、受け入れ部門の知識と理解度の向上
2．ダイバーシティ・インクルージョンに関する研修、人権セミナーの実施
3．男性の育児休暇取得率の向上

各種休暇制度の充実および取得促進

■キャリア形成・能力開発支援
1．女性管理職比率の向上

＊ 2025年度に21年度比150％
2．セカンドキャリア支援

1．次世代リーダー研修への女性従業員の参加数増加、国際女性デーセミナーの実施
2．シニア社員向けの研修の開催

資格手当に関する制度の見直し
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マテリアリティ 重点テーマ 中⾧期目標 目標 2024 年度実績
 ❸多様な人材の活躍推進 健康で働き続けられる職場づ

くり
■安全で健康的な職場の提供～快適な職場づくりの推進～
1．労働安全衛生リスク低減の徹底
2．労働安全衛生教育の充実

1．労働安全衛生リスク低減活動
2．労働安全衛生教育訓練計画の進化

P.40

■健康経営の実現
1．健康経営優良法人の認証取得
2．ワークライフバランスの充実
・長時間労働対策
・有給休暇取得率の向上（取得率80%）
・育児・介護との両立支援（男性の育児・介護休暇取得率30％）

3．社員の健康増進
・定期健康診断高リスク者の低減／社員のコミュニケーション向上

1．健康経営優良法人の認証取得
2．有給休暇取得率80%の達成および時間外労働の抑制
3．ヘルスリテラシー啓発活動の実施

❹�コーポレート・ガバナンスの
持続的強化／
リスクコンプライアンスの
高度化

ステークホルダーの立場を踏
まえ、経営の透明性と客観性
を確保した迅速な意思決定
を実現するための体制と監督
機能の強化

■指名・報酬委員会の計画的な運営および改善 1．指名・報酬委員会の運営と取締役会への確実な答申
2．コーポレートガバナンス・ポリシーの策定

P.47

■ステークホルダーへのアカウンタビリティの充実 1．ステークホルダーとの対話機会の充実と要請事項への的確な対応
2．株主、投資家：株主総会、WEB上の情報開示など対話の実行に向けた検討継続

■リスクマネジメントの経営プロセスへのさらなる深化 1．リスクコンプライアンス委員会の運用充実
2．コンプライアンス教育の充実

■内部統制の推進による業務上のリスクコントロールの強化 1．FDKグループに対する内部監査体制強化
2．不正防止および不正の早期発見、早期是正による再発防止

■法令・社会規範の監視体制の維持・継続的な教育 1．内部通報窓口の活用促進および通報案件に対する迅速な対応
2．コンプライアンス教育の継続的な実施

❺�地域・社会・コミュニティー
の持続可能性への貢献

地域社会と繋がり笑顔溢れ
る世の中の実現

■ツナガル情報の発信
1．社会とのコミュニケーション
2．安心・安全な暮らしのサポート

防災に関する情報発信 P.55

■未来にツナゲル機会の提供
1．学ぶ機会の提供
2．新しい価値を創造する機会の提供

「太陽とツナガル電池の音コンサート」への協賛

■笑顔をツナグ貢献活動の推進
地域や社会への貢献活動

1．地域社会とツナガル推進活動
2．地域美化にツナガル推進活動
3．エコにツナゲル推進活動
4．命をツナグ推進活動
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マテリアリティ　❶安心安全な電気エネルギーの提供

FDK グループは、FDK グループ戦略 Framework「10 年の計」の Vision に「Smart Energy 

Partnerとして、先進技術を結集し、お客様に電気エネルギーを安心して効率的に活用いただ

き、持続可能な社会の実現と発展に貢献します。」を掲げ、電池・電子製品のメーカーとしてサ

ステナブルな社会を支える製品およびソリューションを提供しています。

高性能・高品質な当社の電池・電子製品だからこそお役に立てる様々な場面で一層の高容量

化、高効率化、環境負荷低減に向けた技術開発、プラスチックフィルムの削減などを進めると

ともに、次世代電池の開発を進め、未来のスマートシティ、持続可能な社会の実現に貢献して

います。

また、品質に関しては FDKグループ品質方針を定め、高品質で安全な環境にやさしい、お客様

にご満足いただける製品を開発・供給して、社会に貢献しています。

リスクと機会

〉〉  リスク
● お客様や業界の品質基準が変化し、当社既存製品が要件を満たさなくなる
● 製造過程での品質管理の問題で製品不具合が増加し信頼損失につながる
● お取引先様とのサプライチェーンの脆弱性により、部材の品質不良や供給遅延が製品品質に影響

し、お客様満足度が低下する

〉〉  リスクへの対応
● 品質管理基準を見直し、より厳格な品質保証体制を確立する
● 製品の生産過程に対する定期的な品質監査を実施し、品質保証体制を維持する
● お取引先様との品質基準の最適化および連携強化により部材品質を維持向上する

〉〉  機会
● 市場で求められる高品質の製品を提供し、ブランド価値向上と新規お客様の獲得を図る
● 業界内での品質リーダーとしての地位を確立し、他社製品と差別化する
● 環境に配慮した製品開発と持続可能なサプライチェーンを通じ企業の社会的責任を遂行する

指標および目標

中長期目標 2024 年度の主な実績

様々なパートナーと
ともに未来のスマート
シティの実現をはじめ、
様々なシーンで貢献 
できる製品・ソリュー
ションを開発し提供
する

Smart
Infrastructure

・�ニッケル水素電池における高耐久モデルの量産開始
・�リチウム電池における性能向上を目指した製品の開発

推進
・電子製品における新製品開発推進
・次世代電池における新製品開発推進
・次世代電池における社内性能評価の実施

Smart Home &
Office

・�ニッケル水素電池におけるコバルト減仕様製品の量産
開始

・リチウム電池における新製品開発およびサンプル出荷
・次世代電池における新製品開発推進

Smart Retail
Store

・ニッケル水素電池におけるサンプル出荷
・�リチウム電池における新製品開発の推進およびサンプル

出荷
・次世代電池における新製品開発推進

Smart Factory &
Mobility

・�ニッケル水素電池における高出力モデルの量産開始
・電子製品における新製品開発および出荷
・次世代電池における新製品開発推進

重点テーマ サステナブルな社会を支える製品およびソリューションを提供する
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人々の暮らしと社会を支える企業と個々のユーザーに、クリーンかつ安全な電気エネル
ギーを安定的に活用できるオファリングをお届けする

基本的な考え方
FDK グループは、高品質で安全であり、地球環境にやさしくお客様にご満足いただける電池・電

子製品を継続して開発供給するという考えのもと、社会課題の解決に貢献する製品開発、供給、品
質保証体制の構築、グリーン調達の推進に努めています。

取り組み事例
FDK グループの取り組み

環境に関する法令や規範を遵守し、地球にやさしい素材を活かした電池・電子製品を提供する
ことで、未来を育む企業としての企業価値向上に努めています。その施策として、これまで電池事
業・電子事業で蓄積してきた差別化技術を活用し、そこから生み出される新たな付加価値をお客
様にご提供できるように、次世代電池をはじめとする新製品開発に取り組んでいます。

新製品発表事例等のご紹介（2025 年 6 月時点）
車載アクセサリ市場向けニッケル水素電池「HR-AATEX」を開発

当社は、新たにニッケル水素電池「HR-AATEX」を製品ラインアップに加え、
2024 年 8 月から量産出荷を開始しました。

車載アクセサリ機器の多様化に伴ない、低温環境下での放電性能の向上が求
められています。

当社はこのニーズに応えるために、新規の水素吸蔵合金や外装缶などを採用
して電池容量を増加させるとともに、低温放電性能を一層向上させたニッケル
水素電池「HR-AATEX」を開発しました。既存モデル「HR-AAUTEW」の 1.2 倍の電
池容量で、マイナス 40℃の環境下で約 6 倍の放電時間を実現しました。本製品
により、寒冷地での車載アクセサリ機器の利便性が高まります。

高容量タイプの高出力円筒形二酸化マンガンリチウム一次電池「CR17500EX」を開発、
量産体制を構築

当社は、高容量タイプの高出力円筒形二酸化マンガンリチウム一次電池「CR17500EX」を開発
し、2025 年度下期から量産を開始いたします。

高出力円筒形二酸化マンガンリチウム一次電池をご使用のお客様からの、電
池の長寿命・高容量化のご要望にお応えするため、電池構造および使用部材の
見 直 し に よ り、従 来 モ デ ル「CR17500EP」の 電 池 容 量 を 17％ 増 加 さ せ た

「CR17500EX」を開発しました。この容量増加により、長時間の使用や組電池仕
様の使用本数の削減が可能となります。また、本製品は欧州の RoHS 指令や電
池規則（2023/1542）などの各種法令に準拠するとともに、米国の安全規格であ
る UL 規格（File No.MH13421）の認定を受けております。

ニッケル亜鉛電池がエクシオグループのグリッドフリーソーラーカーポートの
実証実験に採用

エクシオグループ株式会社様（以下「エクシオグループ」）が実施するグリッドフリーソーラー
カーポートの実証実験で、補器向けバックアップ電源として当社のニッケル亜鉛電池が採用され
ました。

グリッドフリーソーラーカーポートは、系統電力に接続しない独立型システムのため、停電
時にはバックアップ電源が必要となります。一般的には鉛蓄電池が使用されますが、当社の
ニッケル亜鉛電池は鉛蓄電池に比べて軽量で、環境負荷が少なく、鉛蓄電池と同じ充電方式で
使いやすいという特長から、補器向けバックアップ電源の代替電池として実証実験に採用され
ました。今後、エクシオグループと共同で、各種データを収集・蓄積し、実用化に向けて取り組ん
でまいります。

様々なパートナーとともに未来のスマートシティの実現をはじめ、
様々なシーンで貢献できる製品・ソリューションを開発し提供
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品質保証活動

品質および安全に配慮した製品の開発と品質保証
〈FDK グループ品質方針〉
「お客様の信頼に応える品質の提供」

〈理念〉
品質第一を基本的な考え方として、高品質で安全な環境にやさしい、お客様にご満足いただける製

品を開発・供給して、社会に向け貢献することを使命とします。また、企業責任を問われる重大な品質
事故や世界各国の法規制違反など絶対に起こしてはならないと認識しています。そのため、営業から
研究・企画・開発・設計・生産さらに顧客サービスなどのすべてのステップにおいて、全部門がお客様
起点で行動して、より確かな品質経営を実行します。�

〈品質行動指針〉
1. お客様の品質要求事項は、最優先事項として迅速かつ適切に行動し顧客満足度を向上する。
2. 開発段階での源流活動を強化し、品質・価格・納期・環境を造りこみ、量産段階における、品質トラブ
ルの未然防止、採算性の向上、納期の遵守、環境保全の向上につなげる。
3. 製品安全、製品含有化学物質など各種コンプライアンスに関わるリスク管理を継続強化する。
4.モノづくりの改善活動により、工程仕損、クレームによる損失などの品質ロスを徹底して削減する。
5. 品質マネジメントシステムを継続的に改善して、より効果的な品質経営を行なう。

品質保証体制
FDK グループは、品質方針・品質行動指針を実現するために品質マネジメントシステムを構築

し、品質保証活動に継続して取り組んでいます。2025 年 3 月時点では、海外拠点を含めた 9 拠点で
ISO9001 認証を取得しており、うち 4 拠点で IATF16949 認証を取得しています。

品質保証の取り組み
お客様が要求する機能・性能・その他の内容を満

足する製品・サービスの品質を提供するためには、
経営層をはじめとする様々な部門が連携し企業活
動のすべてのプロセスにわたっての全員参加が必
要であると考えています。FDK グループは、多岐に

わたる製品群、海外を含めた各事業拠点の品質保証活動における連携にも取り組んでいます。
品質保証統括部では、その活動を活性化するため全事業部との情報共有、品質方針の策定、コン

プライアンスに関わる問題や品質トラブル発生時のエスカレーション、人材育成のための教育、
不具合事例やノウハウなどについての水平展開にも積極的に取り組んでいます。また、経営トッ
プ主催による「全社品質管理委員会」の設置や経営トップによる改善活動の現場確認など経営面
からのアプローチも行なっています。

品質保証強化への取り組みの改善プロセス
1.FDK グループの品質方針実現に向けた取り組み

製品企画から量産に至る各検証プロセスにおいて、品質関連規定等にもとづき、自部門だけでなく
関係部門も交えた広い知見でレビューし、より客観的な検証を行なっています。

2. グリーン調達活動の取り組み
FDK グループは、環境負荷を考慮した事業活動と環境に配慮した製品の供給により、持続可能な社
会の実現に貢献しています。各物資の調達は「FDK グループグリーン調達基準」にもとづいた環境
に配慮した物資の調達を行ない、環境に配慮した物資を使用することにより、お客様へ環境配慮製
品を提供しています。

他、マテリアリティに関連する取り組み：品質保証

リスクレビュー（経営・環境・設備）、デザインレビューなど

部品・製品の信頼性評価

システムの信頼性評価

リスクエスカレーション

知識の蓄積・共有・活用

出
荷
判
定 品質状況のモニタリングと改善

品質方針：お客様の信頼に応える品質の提供

企画・計画 設計 評価・テスト 顧客満足度

お取引先様の選定、評価、定期監査などによる改善活動支援

品質保証の各検証プロセス図

品質保証体制図
代表取締役社長

営業部門品質保証統括部

品質技術部門

品質保証部門

委員会：製品含有化学物質管理

委員会：製品安全化推進

品質マネジメントシステム

改善活動：経営トップによる活動現場確認

全社品質管理委員会の開催

事業本部

品質管理部門

製造部門 技術部門

品質管理部門

海外グループ会社
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FDK企業行動指針

事業活動のあらゆる面において製品・サービスにおける
品質・安全確保の努力を継続

お客様・社会とともに豊かな未来を創造

企業価値の向上



マテリアリティ　❷地球環境との共生

気候変動や資源枯渇など、地球環境を巡る課題が深刻化する中、企業には持続可能な社会

の実現に向けた責任ある行動が求められています。FDK グループは、気候変動リスクを重要

課題と捉え、再生可能エネルギーの導入や新素材の活用による資源の有効活用を推進し、

カーボンニュートラルへの貢献を目指すなど、環境負荷の低減を推進しています。

サステナブルな製品開発を通じて新たな市場創出に取り組んでいくとともに、地域社会との

協働や人権尊重の姿勢を明確にした方針のもと、ステークホルダーとの信頼関係を築いてい

ます。FDK グループは、地球環境との共生を企業活動の根幹に据え、持続可能な未来の創造

に向けて挑戦を続けています。

〉〉  リスク
● 気候変動による気温の上昇、海面上昇、大雨などによる対応コスト増加
● 気候変動の影響に伴なうサプライチェーンを含む操業停止
● カーボンニュートラル推進に伴ない再生可能エネルギー比率が増加し、エネルギーコスト上昇
● 天然資源枯渇に伴なう原材料価格上昇

〉〉  リスクへの対応
● 環境管理体制構築と ISO14001 認証維持継続
● BCP 対応推進と BCM 体制構築
● 環境目標を設定し再生可能エネルギー比率増加と温室効果ガスの削減を実施
● 新素材の製品開発による天然資源の有効活用

〉〉  機会
● サステナブルな社会を支える製品開発による新規市場開拓
● サーキュラーエコノミーを推進した循環型社会への貢献
● 地域・社会・コミュニティーの持続可能性への貢献

中長期目標 2024 年度実績

カーボンニュートラルへの貢献

・2024 年度再生可能エネルギー導入率 24.2%
・省エネルギー効果については 2023 年度比 3.3％改善
・�鳥取工場への太陽光発電導入、各工場での夜間・休日の

空調間引き運転、空調機の更新、照明の LED 化等の実施

中長期目標 2024 年度実績

ステークホルダーとの協働

・統合報告書にて人権デュー・ディリジェンスの取り組み公開
・サプライヤーに対する RBA 調査実施
・�欧州電池規則やバッテリーデュー・ディリジェンスに

ついての情報収集および社内勉強会の実施
・含有化学物質、責任ある鉱物調達の調査活動継続

中長期目標 2024 年度実績

資源の有効活用～様々な観点での
資源有効活用～

・コバルトの含有量を削減した製品の量産を開始
・材料利用率の改善

リスクと機会 指標および目標

重点テーマ 気候変動への対応

重点テーマ 持続的社会の実現・発展への貢献

重点テーマ 循環型社会の推進
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基本的な考え方
FDK グループは、企業の事業活動に伴なう環境保全への取り組みについて、各国・地域の法規制

や、温室効果ガス削減、廃棄物削減、化学物質の管理の徹底のみならず、提供する製品を通しての
環境負荷低減等、地球規模の視点で主体的に持続可能な循環社会実現に向けて行動しなければな
らないと認識しています。全社的に、より確かな環境経営を推進するため、「FDK グループ労働安
全衛生・環境方針」を制定しています。

FDK グループ労働安全衛生・環境方針にもとづく基本方針
1.�働く人の全員参加と協議により、労働安全衛生・環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改

善するとともに労働災害・疾病・環境汚染の予防に努めます。
2.�労働安全衛生と環境側面に関わる法令と私たちが同意した地域社会、公的機関、お客様などの要求

事項を順守するとともに、自主的な基準を設定し順守します。
3.�安全で快適な職場環境のもと、限りあるエネルギーを有効に活用し、社会と環境に貢献する製品

およびサービスを提供することを目的に、以下の重点テーマにもとづく行動計画を設定して取り
組みます。また、行動計画を定期的に見直し、労働安全衛生と環境のパフォーマンスを継続的に改
善します。
①危険ゼロ職場の確立
②清潔で快適な職場環境づくり推進
③健康経営の推進
④循環型社会を目指す事業活動の推進
⑤環境に配慮した研究開発と製品設計の推進

4.�教育訓練や啓発活動を通じて、全従業員の安全衛生意識と環境意識の向上に努め、職場 5S 活動と業
務上および通勤時の交通事故撲滅、並びに緊急事態への準備と対応に取り組みます。また、地球環境
に配慮した行動を実践できるよう取り組みます。

5.�地域社会、公的機関およびお客様などの利害関係者と良好なコミュニケーションを図るため、積極
的な情報開示と対話に取り組みます。

ISO14001 認証取得状況
FDK 株式会社
●本社・湖西工場・鷲津工場・高崎工場・鳥取工場
●営業所　首都圏、札幌、仙台、名古屋、大阪、広島、福岡、沖縄営業センター
国内グループ会社
●株式会社 FDK エンジニアリング
● FDK パートナーズ株式会社
海外グループ会社
● FUCHI ELECTRONICS CO., LTD.（台湾）
● XIAMEN FDK CORPORATION（中国・厦門）
● BAOTOU FDK CO., LTD.（中国・包頭）

カーボンニュートラルへの対応
パリ協定等、国際的に持続可能な社会の実現に向けた動きが加速しており、日本においても

「2050 年にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことが宣言されています。FDK グ
ループは気候変動への対応を重要課題と捉えカーボンニュートラルへの対応を進めてまいります。
自らの事業活動に使用する電力について、再生可能エネルギー比率を2025 年に37％以上、2030 年
に100％を目指します。2024 年度は鳥取工場において、太陽光発電設備を導入しました。また非化石
証書の活用によりFDKグループ全体の24.2％が再生可能エネルギー由来の電力使用になりました。

グリーン調達について
FDK グループは、地球環境問題の改善を考え、環境負荷を考慮した事業活動と環境配慮製品の

提供により社会の持続的発展に貢献するように取り組んでいます。その取り組みにおいて、お取
引先様からの納入品につきましても、環境配慮製品であることが必要不可欠であり、その考え方
を「FDK グループグリーン調達基準」にまとめました。

FDKグループは、「地球環境との共生」を目指して、環境と調和した製品づくりのために、従来からの
品質（Quality）、価格（Cost）、納期（Delivery）、サービス（Service）に加え、環境（Environment）
の側面を評価した調達、すなわち「グリーン調達」を推進しています。
＊ FDK グループグリーン調達基準第 11.0 版

（https://www.fdk.co.jp/kankyou/green_proc.html）

地球環境保全への対応
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マテリアリティ　❷地球環境との共生
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項　目 2024 年度 行動計画 全体評価
（〇 or×）

環境配慮設計
省資源化に寄与する製品を開発する（各拠点1件以上） 〇

資源効率向上に寄与する製品を開発する（各拠点1件以上） 〇

温室効果ガス削減 国内FDKグループ全体でエネルギー消費CO2排出量を28,722t以下に抑える 〇

エネルギー効率
使用しているエネルギーについて、エネルギー消費原単位を指標として、各拠点
で前年度比1％改善する

〇

再生可能エネルギー導入
再生可能エネルギーをFDKグループ全体で2030年度に100%導入する（2024年度
目標　24％相当）

〇

化学物質削減
使用するPRTR 法対象物質について、排出量原単位を指標として、各拠点で
2024年度末までに前年度比1％改善する

〇

廃棄物削減
発生する廃棄物について、発生量原単位を指標として、各拠点2024年度末まで
に前年度比1％改善する

〇

水資源保全 水使用量の把握と適正化 〇

地域環境・社会貢献
地域の環境貢献・社会貢献活動の取り組みを、国内FDKグループ全体で年23件
以上実施する

〇
項目

単位 年度 湖西工場 高崎工場 鳥取工場 鷲津工場
FDK

エンジニア
リング

XIAMEN
FDK 

CORPORATION

FUCHI 
ELECTRONICS 

CO., LTD.

BAOTOU 
FDK

CO., LTD.
CO2排出量

（t-CO2）
2024

前年度
2,950
2,918

4,058
7,022
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12,062

2,425
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ばいじん
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－
－

－
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－
－

－
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排水量
（m3）

2024
前年度

56,572
38,189

21,153
20,156

43,424
34,581
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8,632
11,162

9,047
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3,600
－

廃棄物
（t）

2024
前年度

154
146

380
154

511
465

315
279

9
14

10 
11

31 
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0
－

FDK グループ第 12 期環境行動計画　2024 年度実績

事業所（工場および生産関連会社）別環境パフォーマンスデータ

＊ 「－」は、集計対象外、該当なし、または隔年で測定義務があるもので、当該年度の測定を行なっていないものです。
＊ �CO2 排出量は、GHG プロトコルにもとづき Scope1 と Scope2 の合計として算出しています。購入電力からの換算係数は従来から改めて、国内 ・海外とも

にマーケット基準で算出しております。購入した非化石証書（太陽光）分を CO2 排出量から減算しています。
XIAMENFDKCORPORATION：2021 年度 2,650MWh、高崎工場：2022 年度 5,000MWh、2023 年度 7,515MWh、2024 年度 15,500MWh

＊ 操業を停止、事業を譲渡した拠点は、上記より除外しております

SUZHOU FDK は 2018 年 9 月までのデータ
FDK INDONESIA は 2020 年 9 月までのデータ

山陽は 2019 年 6 月までのデータ
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FDK グループは、FDK 企業行動指針の行動規範の第一項に「人権を尊重します」を掲げ、また調
達指針にも「人権尊重・労働・安全衛生」を掲げるなど、従来から人権尊重を最重要な価値観として
まいりました。

2022 年 9 月に日本政府が「責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドラ
イン」を策定したのを契機にビジネスと人権に関する議論を重ね、ステークホルダーとの協働に
あたり、当社方針を示すことが必要との結論に至り、2023 年 10 月に「FDK グループ人権方針」を
策定いたしました。

■ FDK グループ人権方針

●人権宣言
FDK グループは、持続可能な社会の実現と発展に貢献するために全ての人の権利を尊重し、

「FDK 企業行動指針」にもとづいて行動することを宣言します。

●人権方針に対する基本的な考え方
FDK グループは経営理念に「進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために」を掲げており、この経営理

念を実践するために、企業行動指針の中で「人権尊重」「法令および社会規範の遵守」を行動規範と
して定めています。

企業活動の中心である全ての従業員の権利を尊重することで、イキイキと働くことの出来る職
場づくりに繋がると考えています。

さらに、FDK グループの従業員だけでなく、活動に関わる全ての人々の権利を尊重することで、
笑顔の絶えない輝く未来に繋がることを願います。

●規範や法令の尊重・遵守
FDK グループは「国際人権章典（世界人権宣言と国際人権規約）」、「労働における基本的原則及

び権利に関する ILO 宣言」、「国連グローバル・コンパクトの 10 原則」等の人権に関する国際規範
を支持、尊重します。

そして、国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」にもとづき、本方針を定めて人権尊重の取
り組みを推進していきます。

また、企業活動を行なう各国、各地域で適用される法令を遵守することを約束します。
なお、国際的に認められた人権と各国や地域の法令の間に矛盾がある場合には、現地での法令

と国際的な人権の原則を尊重するための方法を追求します。

●お取引先様との対話
お取引様にも人権尊重を期待し、本方針のご理解とご協力を求めます。

■人権デュー・ディリジェンス

FDK グループは国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」にもとづき、お取引先様とともに人権
への負の影響を最小化する「人権デュー・ディリジェンス」の仕組みを構築し、取り組みます。

ステークホルダーとの協働

事業活動に関連する
人権リスク特定・評価

監査および継続的な
改善の実施

「人権デュー・ディリジェンス」の仕組み（PDCA プロセス）

人権デュー・ディリジェンス

人権影響評価を通じて、事業活動と関連する
重要な人権リスクを整理・評価、特定

人権への負の影響に対処した「対策効果」の
監視・継続的改善への取り組みを実施

事業活動が関与する人権問題や
懸念について、ステークホルダーと
定期的な対話・相談実施

是正・予防・軽減措置
の実施

外部への情報公開

リスク対策の進捗状況・結果を、
経営層に報告し、外部関係者に
対しても報告書を通じて開示

P

C

A D
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●是正・救済・相談・通報窓口の設置
FDK グループは世界中の様々な国や地域において事業活動を行なっています。
様々な立場からの意見に耳を傾け、理解するべく、社内外から人権に関わる相談や意見を収集

するための窓口を HP に設置し、以下をお約束しております。
「FDK グループが人権に対する負の影響を引き起こした、または助長したことが明らかになっ

た場合は適切な手段を通じて、その是正、救済に取り組みます。
FDK グループのお取引先様において人権への負の影響が引き起こされている場合には、人権を

尊重し、侵害しないよう、ステークホルダーと協力しながら改善に努めていきます。
また、通報者や被害者に関する秘密を保持し、不利益な扱いの禁止を徹底します。」

通報窓口表
窓口（対応部門） 主な相談項目・相談内容・対象者

【社内に設置】
FDK 株式会社
法務・知的財産部
総務人事部

【社外に設置】
半蔵門総合法律事務所
FAX：03-3262-9001
compliance_fdk@
hanzomon.gr.jp

サステナビリティに
関するお問い合わせ

FDK グループのサステナビリティに
関するお問い合わせ
その他、FDK グループの企業活動に
関する様々なお問い合わせ

＊人権侵害も含む

すべての
ステークホルダー

ビジネスと人権の対話・
救済に関する相談

FDKグループの主なサプライチェーン
上の相談窓口（お取引先様コンプラ
イアンス受付窓口）

主にサプライチェーン

倫理・遵守ホットライン 組織的または従業員個人による不正、
違法、反倫理行為に関する通報、相談 FDK株式会社の従業員・

関係会社従業員・
お取引先様ハラスメント関係（セク

ハラ・パワハラ等）相談 各種ハラスメントに関する通報、相談

■ 2024 年度の具体的な取り組み

●人権尊重に係る教育
従業員一人ひとりが人権尊重の重要性を認識するための啓発活動や事業活動による負の影響

を特定、評価するため、2025 年 1 月に全従業員を対象として「ビジネスと人権」をテーマに教育を
実施しました。

2024 年度の人権教育実績
・2024 年 4 月

新入社員研修　静岡県人権啓発センター様による講義“人権について考えよう”
受講者数：新入社員 14 名

・2024 年 12 月
�人権セミナー　産業雇用安定センター様による講義“人権について”
受講者数：175 名

・2025 年 1 月
e ラーニング“ビジネスと人権”
�受講者数／対象者数：1,786 名／1,786 名で受講率100％

●お客様からの調査、お取引先様への調査
2024 年度はお客様より、含有化学物質関連調査：1,142 件、責任

ある鉱物調査 146 件、その他 CSR 調査 65 件の調査要請をいただき
回答に協力してまいりました。

また、当社としてもお取引先様へのサステナブル調達の推進と
いう観点から、サプライチェーンにおけるサステナビリティの取
り組みを把握するため、CSR 調査を実施しております。2024 年度
は 245 件のお取引先様にご回答のご協力をいただき、ご回答いた
だきましたお取引先様へ結果のご報告を行なっております。

●規範や法令の尊重・遵守－事例－欧州電池規則、バッテリーデュー・ディリジェンス義務への対応
欧州電池規則では「電池は重要なエネルギー源であり、持続可能な開発、気候中立性を実現する

重要な要因の一つであるため、急速な需要拡大が予想される、一方コバルトや天然黒鉛、リチウ
ム、ニッケルは様々な電池で活物質の原材料として利用されているが、電池向け需要が非常に高
く、かつ供給国が限られているため、環境問題や社会問題が悪化する可能性がある。」とされてお
り、2027 年 8 月よりデュー・ディリジェンス義務が適用される予定です。

当社もこの趣旨に賛同し、デュー・ディリジェンス義務に対応できるように、情報収集を行な
い、社内での勉強会、内部管理システムの構築、お取引先様との情報交換を行ないました。

■資源の有効活用

●家電用ニッケル水素電池のコバルト使用量削減
当社家電用ニッケル水素電池において、希少性の高い金属の一種であるコバルトの使用量の削

減に向けた製品開発を進めてまいりました。お客様との調整や製品設計の改善により、製品性能
をご承認をいただくことができ、2024 年 9 月より量産を開始しています。

ステークホルダーとの協働／資源の有効活用

マテリアリティ　❷地球環境との共生

人権セミナー受講の様子

■貴社の評価結果について

※評価結果は、FDK独自の採点方法により評価しております

　　2022年：82ポイント ⇒ 2023年：80ポイント ⇒ 2024年：83ポイント[+3ポイント]

2025年3月18日
取引先各位

A 90点以上

お取引先CSR調査集計結果

総合評価

ＦＤＫ株式会社
 コーポレート本部 購買・物流支援部

　　CSR調査票にご回答いただき、誠にありがとうございました。
　　調査結果をお知らせするとともに、今後もCSRの取り組みへのご理解とご協力をお願い申し上げます。

2024年度 ＦＤＫグループ サプライチェーンＣＳＲ調査結果について

１．CSR取り組み結果（平均点）

2．基本項目の取り組み状況
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本年度は、主要お取引先190社からご回答いただきました。結果は、取り組み状況が前年度比3ポイント向上しました。
課題としては、倫理に関する取り組み及び内部通報制度の導入に遅れが見られる点が挙げられます。
引き続き、できることから取り組みを進めていただけますよう、よろしくお願いいたします。
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全般

社

基本項目では、PDCAサイクルの運用及び責任者の明確化ともに、倫理でポイントが低い結果となりました。
従業員向けのサステナビリティに関する教育は実施率が高く、取り組みが定着していることがうかがえます。
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CSR 調査結果報告のサンプル

サステナビリティイントロダクション 財務情報 概要、グループ会社FDKグループの価値創造ストーリー
FDK Group  Integrated Report 2025 39           

INDEX

Contents へ

イントロダクション

FDKグループの価値創造ストーリー

サステナビリティ

�FDKアイデンティティにおける　　　　
「10年の計」×サステナビリティ経営

サステナビリティマネジメント

マテリアリティ

安心安全な電気エネルギーの提供

▶地球環境との共生

多様な人材の活躍推進

コーポレート・ガバナンスの持続的強化／
リスクコンプライアンスの高度化

�地域・社会・コミュニティーの持続可能性�
への貢献

財務情報

概要、グループ会社



マテリアリティ　❸多様な人材の活躍推進

FDK グループは、経営理念に「進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために」を掲げており、この経

営理念を実践するために、様々な取り組みを進めております。「人材」を企業の持続可能性を

支える重要な経営資本の一つであると認識し、価値観が多様化する現代において、マイノリ

ティやマジョリティ分け隔てなく、多様な個性とすべての人の権利を尊重し全従業員の能力を

最大限に発揮できる環境づくりに取り組んでいます。そして働きがい、やりがいを感じられる人

事制度の設計と運用、キャリア形成支援を充実させ、安心安全で、長期的に健康で働き続けら

れる職場づくりを進め、多様な人材が活躍できる誇れる会社、大切な人に勧めたい職場を実

現してまいります。

〉〉  リスク
● 環境の変化により、働き方の多様性の高まりや入手することが可能な情報の増加により、個人が

企業に求める内容が多様化・複雑化する
● 働きがいの低下・やりがいの低下により人材が流出する恐れがある
● 多忙感、人手不足、教育の機会の不足により業務効率・コンプライアンス遵守の意識低下につな

がり、企業価値が低下する恐れがある

〉〉  リスクへの対応
● 活躍する機会の提供と創造（教育、ダイバーシティ・インクルージョン）
● ニーズに合わせた自律的なキャリア形成・支援対応
● 安全で快適な職場環境づくり（コミュニケーション）
● 健康で働き続けられる職場づくりの実践（福利厚生）

〉〉  機会
● 個人で入手可能な情報が増加することにより、価値観の多様化、異文化への理解、新しいアイデ

アの創造が期待される
● 変化やビジネスチャンスへの対応力強化につながる
● 転職市場が活発化することで即戦力の人材が確保できる

リスクと機会 指標および目標

重点テーマ 健康で働き続けられる職場づくり

中長期目標 2024 年度実績

安全で健康的な職場の提供
～快適な職場づくりの推進～

・労働安全衛生リスク低減活動のPDCAサイクルのさらなる進化
・交通安全通信の配信
・時間外労働の管理、有給休暇取得の促進、階層別教育等の充実

健康経営の実現

・二次検診の受診率向上
・時間外労働の抑制
・ストレスチェックの全社結果報告会の開催
・�健康管理情報の整理、ヘルスリテラシー向上のための情報提

供を実施し、「健康経営優良法人 2025」を取得

重点テーマ 全従業員の能力を最大限に発揮できる環境づくり

中長期目標 2024 年度実績

人材投資（教育）の充実

・次世代リーダーの育成強化
・グローバル人材育成に向けた語学留学の継続
・�従業員が自律的に自己研鑽することを目的とした「道場」のさ

らなる社内周知
・研修参加者数 延べ 836 名

ダイバーシティ（インクルー
ジョン）の推進

・女性管理職比率の向上
・ダイバーシティ・インクルージョンに関する研修の実施
・人権セミナーの開催
・男性の育児休暇取得率の向上
・ダイバーシティ研修受講者 913 名
・インクルージョン研修受講者 2,019 名

キャリア形成・能力開発支援
・シニア社員向けの研修の開催
・資格手当制度の見直し
・キャリア・能力開発研修受講者 356 名
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マテリアリティ　❸多様な人材の活躍推進

当社グループが描く人的資本経営の考え方

FDK グループは、2023 年 4 月 14 日に発表した中期事業計画「R2」において、当社グループにお
ける人的資本経営の考え方を表明しております。当社グループの描く人的資本経営の考え方は、
経営戦略と人材戦略の密接な連動を図ることで、経営目標の達成につなげることです。人材戦略
としては「人材価値の強化」、「働きがい改革」、「働く環境改革」の 3 つのカテゴリに注力し推進し
ております。

●人材価値の強化
当社グループの教育体系においては、従業員自らが自律的に学ぶことにフォーカスした教育体

系へ進化させる取り組みを行っていることや、副業制度を導入することで人材価値の向上につな
げる取り組みを行なっています。

また、人事制度では 2025 年度から 360 度評価制度を導入し、複数の視点からコンピテンシーを
評価することで自己成長を促進する取り組みを進めます。

●働きがい改革
当社グループの人事評価制度においては、3～5 年後のありたい姿である「キャリア目標」を起

点に、「中長期的な成長を支援する取り組み」 と「組織目標への達成度（成果）」の 2 つの要素を評
価する「コンピテンシー評価」と、「組織目標への達成度」を評価する「成果評価」の 2 つの評価制度
を導入し、従業員の働きがいにつなげる制度運用を行なっています。

また、当社グループでは従業員同士でポイントを付与することができるサンクスポイント制度を
導入しており、従業員同士で褒め合う・認め合う企業文化の醸成につなげる活動を推進しています。

●働く環境改革
当社グループでは、従業員が心身ともに健康であり、公私ともに充実した生活を送ることがで

きるとともに、活力に満ちた職場環境の実現に向けた取り組みを推進しております。2023 年に定
めた「健康宣言」および「健康経営方針」にもとづき「心身とも健康で安全に働ける職場環境の構
築」「健康意識を高く持つ企業文化を定着し、生産性向上を図る」「全従業員が能力と個性を最大限
に発揮し、お客様への期待に応える」3 つの取り組みを継続して推進しています。当社は、経済産
業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人認定制度」において、健康経営優良法人
として 2024 年に続き 2 年連続で認定されました。

また、人材戦略として注力する「人材価値の強化」、「働きがい改革」、「働く環境改革」の 3 つのカ
テゴリに対する具体的な取り組みにつきましては、当社グループのサステナビリティ活動の重点
課題として掲げるとともに、サステナブル推進委員会で定期的に進捗度または現況のレビューを
行なうとともに、重要事項については経営会議で決定し、その結果を取締役会に定期的に報告す
る体制としています。

人材投資（教育）の充実

人材価値強化
ヒューマンスキル・知・経験・思考力の向上

経営戦略（R2・10年の計）

目指すべき人物像

人材戦略

教育制度の進化
多様な働き方の
実現につなげる

リスキリング

副業制度
コンピテンシー評価

・360度評価による
  人材育成

働きがい改革
従業員の成長支援とやりがい創出

社内
ローテーション

による
成長機会の創出

シニア社員の
活躍

福利厚生の充実

サンクスポイントの
活用推進による

モチベート

人事制度の進化
（成果評価・報酬）

働く環境改革
人材パフォーマンスを最大化する環境整備

テレワーク フレックス

定年・再雇用
延長

安心・安全な
職場環境の構築 健康経営

多様な人材獲得
（新卒採用・キャリア採用・リファラル採用・リクルータ制度・インターンシップの最大活用）

文化の醸成・ダイバーシティ＆インクルージョン
（自律・褒め合う・認め合う）
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多様性の受容

基本的な考え方

方針
FDK グループでは、企業と個人がともに成長できるよう、国籍、性別、性的指向、年齢、障がいの

有無、宗教、価値観にかかわらず、多様な人材を受け入れ活かすことを方針としています。

あるべき姿
FDK グループで働くすべての人が、あらゆる差別を排除し、多様な人材を受け入れ、それらの行

動を実践している状態をあるべき姿としています。

施策と取り組み事例

1. すべての人に働きやすい職場環境を整備する
●障がい者、LGBTQ ＋に対応した働きやすい職場環境を整備しました。
●障がい者の工場実習やトライアル雇用を実施しました。
●バリアフリー化、多目的トイレ設置を計画的に進めています。

各工場における障がい者雇用の取り組み
直近の取り組み実績 直近の採用実績

高崎工場
・特別支援学校の職場実習
・職業訓練（3カ月間）の受け入れ
・就労移行支援事業社への職場見学

・2022 年度　1 名
・2025 年度　1 名

湖西工場
鷲津工場

・特別支援学校の職場実習
・職業訓練（3カ月間）の受け入れ
・就労移行支援事業社への職場見学

・2022 年度　2 名
・2023 年度　2 名

鳥取工場

・特別支援学校の職場実習
・職業訓練（3カ月間）の受け入れ
・保健師と外部支援機関のフォロー面談
・サポーター養成講座の受講
・障がい者就労支援セミナー参加
・障がい者が働く職場の相談員研修受講

・2022 年度　1 名
・2023 年度　2 名
・2024 年度　1 名

＜鳥取工場における障がい者雇用のための取り組み事例＞
鳥取工場では 2018 年から精神障がい者が雇用義務対象に加えられたことをきっかけに、精神

障害に対する知識の普及を担う保健師と採用担当者とで障がい者雇用を進め、身体障害・知的障
害・精神障害など多様なバックグランドを持つ方々を雇用しています。

保健師と職場が連携して、信頼関係を構築し安心して働ける職場づくりを進めるため、受け入
れ時には、保健師が作成した障害特性に関する各種資料を受け入れ職場へ配布しています。また
受け入れ後には週や月単位で個人の得意・不得意をフィードバックし、自己肯定感の向上、課題へ
の気づきを提供するスキル把握シートの導入、個々の特性に応じて障がい者本人の不安を軽減す
るため翌日の業務スケジュールの事前連絡を行なうルールづくりなどを進めています。

さらには鳥取労働局、鳥取県、鳥取障害者職業センター等が開催する「とっとり障がい者仕事サ
ポーター養成講座」の受講も積極的に行ない、知識の習得に取り組んでいます。

2. 人事・処遇制度の改善
●�等級制度の名称変更および一般社員の等級区分の統一を行ない、役割および行動特性を重視した

多様な人材の活躍につなげる制度に見直しました。

3. 研修、セミナーによる啓発活動の充実
●�マネジメント研修で、男性の育児休暇取得の促進、働きがい・やりがいを創出するためのマネジメ

ントについて教育を行ないました。
●�国際女性デーに合わせ、多様な人材を活かす組織の特性を知

り、何をすべきか考える講演会を開催しました。

4. 従業員満足度調査の実施
●�全従業員を対象に従業員満足度調査を実施しました（回答率

99.1%）。
�調査結果の課題解決を目的として、組織活性化研修を実施し
ました。

5. 地域と社会への貢献
●�保存期間が近い防災用非常食（缶入りパン・水）を市内の子供食

堂へ寄付を行ないました。障がい者就労支援施設の方が作った
クッキー・ケーキの販売を行ないました。

ダイバーシティ（インクルージョン）の推進

2024 年度国際女性デーテーマ｢ 多様性を
活かす組織 ｣ に関する講演会

防災用非常食（缶入りパン・水）を子供食堂
に寄付
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FDK グループは、「次世代育成支援対策推進法」にもとづく行動計画に沿い、従業員一人ひとり
が元気にやりがいを持って働くことができる環境の実現に向け、「ワーク・ライフ・バランス」の推
進などに積極的に取り組んでいます。2016 年に「プラチナくるみん」認定を受けました。

また、2016年4月に施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」にもとづき、
行動計画を策定しました。今後も、男女ともに活躍できる企業を目指し取り組んでまいります。

第 1 期行動計画について
女性の活躍を一層推進するため、次のとおり行動計画を策定する。
1. 計画期間

2016 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日の 5 年間
2. 当社の課題

子育て中の女性社員が働きやすい風土・職場環境となっていない。
●�職場マネジメントが一部不十分であり、仕事と家庭の両立が困難なことから、子育て中の女

性の就業継続が難しい。
●出産・子育て等をしながら働き続けている人を支援する職場風土になっていない。
●�柔軟な働き方に対する職場の理解が不十分で、子どもが病気のときなどに急に休みをとり

にくい。
3. 定量的目標

管理的地位に占める女性の割合を、2015 年度から 125％以上とする。
4. 取り組み内容と実施時期

取り組み 1：経営者主導でのワーク・ライフ・バランスを実行
2016 年 4 月～	� 女性活躍推進支援プロジェクトを組織化し、定期的な活動状況の確認、各種

施策・効果の情報共有を図る。
2016 年 10 月～	� 女性活躍支援室主催のイベントを各年度単位で開催する。
取り組み 2：職場対応力・マネジメント強化を目的とした働きやすい環境づくりを推進
2016 年 4 月～	� 各種セミナーおよび研修プログラムの企画と検討を行なう。
2016 年 12 月～	� 男性管理職および職場リーダーの意識改革を目的としたマネジメント研修

を実施する。
2017 年 6 月～	� 女性社員の意識改革を目的とした、女性キャリア研修を開催する。
取り組み 3：女性社員の積極的な採用と採用計画の推進
2016 年 10 月～	� 女性社員の配置職場および職域拡大の検討を行なう。
2017 年 2 月～	�� 人員計画と採用計画と連動した女性社員の積極的な採用の企画を実行する。 

女性の活躍を一層推進し、男女ともに長く勤められる職場環境を作るため、
次のとおり行動計画を策定する。

第 2 期行動計画について
1. 計画期間

2021 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日の 5 年間
2. 当社の課題

課題 1：職場マネジメントが一部不十分であり、制度利用が理解されていない。
課題 2：出産・子育て・介護等をしながら働き続ける人を支援する職場風土が必要。
課題 3：柔軟な働き方に対する職場の理解が不十分で、急な休みをとりにくい。

3. 目標と取り組み内容・実施時期
目標 1：管理・監督的地位に占める女性の割合を、2021 年度から 150% 以上＊とする。
取り組み内容
2021 年 4 月～	� 女性活躍を支援する、ダイバーシティ推進室の定例会を開催し、活動状況の

確認、各種施策・効果の情報共有を図る。
2021 年 4 月～	 自己啓発カリキュラムを提供し、個人のキャリアアップを支援する。
2021 年 6 月～	 次世代リーダー養成のための研修へ、女性の参加者を増加させる。
2021 年 9 月～	 管理・監督職を対象としたマネジメント研修を開催。
2022 年 10 月～	 女性管理職・監督職との意見交換会を開催。
目標 2：�柔軟な働き方に資するフレックスタイム制、テレワーク等の利用率を 2021 年度から

25％アップする。
取り組み内容
2021 年 4 月～	 制度のブラッシュアップを行ない、定期的な周知を行なう。
2021 年 6 月～	 テレワーク用の環境整備。
2021 年 9 月～	 ワーク・ライフ・バランスの重要性をマネジメント研修会で周知する。
2021 年 9 月～	 テレワーク上のマネジメントのポイント・課題の教育を実施する。

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

1.3 1.4 1.4 1.9 2.1 2.6

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

3 3.8 5.3 7.1 9.1

表 1　女性幹部社員比率推移（%）

＊ 2021 年 4 月 1 日時点の「管理・監督的地位の女性人数」を 100％とした比率

表 2　次世代管理職候補者養成研修受講者の女性比率推移（%）
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人材育成

FDKグループの人材育成については、大きく4つのテーマに分けて考えており、それぞれのテー
マに沿った教育に取り組んでいます。
1. 階層別研修

新入社員から幹部社員まで各職責に応じた教育の充実を図っています。
2. 育成研修

�各専門分野でのプロフェッショナルの育成を目的に、技術検定をはじめとした各種検定の受
験、専門セミナーの受講、先端技術、先端スキルの取り込みを図っています。

3. ビジネスリーダー育成
�次世代リーダー研修、育成リーダー養成研修、グローバル人材の育成（語学留学）など、組織活性
化につながるマネジメント力の強化および人材育成への理解・働きかけを行なっています。

4. 多様な個の成長支援
�キャリアデザイン研修・キャリア支援等を通じて個々の人材サポート・モチベーションの向上
を図っています。

各種教育研修の見直し

1. 階層別教育の見直し
�カリキュラム内容を各階層の役割・期待に特化した内容にブラッシュアップしました。特に若
手層に対して新人事制度運用に伴なうコンピテンシー評価につながる内容を組み込みました。

2.�自己啓発の機会の提供
�自己啓発に向けた個人学習ができる機会を提供しています。e ラーニングを取り入れ自己のス
キルアップを目指して手軽に学べる学習の機会を提供しています。

3. タレントマネジメントを踏まえた研修の実施
次世代を担う人材の育成を目的とした研修を実施しています。

4.「道場」の充実
「道場」は次に定める活動を行なっています。

（1） 多分野において自己研鑽し、知識・能力・心技体を磨き自己の向上を図る活動
（2） 他部署、世代間のコミュニケーションを充実させ、組織の強化につながる活動

「道場の目的」
（1） �FDKグループの従業員が、多分野において、知識、教養経験などを深め、個人の人生を豊か

にする。
（2） �自己研鑽の意識・環境を改革し、従業員同士が互いに切磋琢磨し、「助け合い」と「競い合

い」の風土を構築するとともに、技術伝承や世代間交流を通して組織力の強化を図る。

キャリア形成・能力開発支援
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底上げ教育 選抜教育

グローバルビジネス・次世代リーダーの育成
長期的視点にもとづくグローバルに活躍できるビジ
ネスリーダーの育成

プロフェッショナル化の推進
高度専門教育の充実・プロフェッショナル人材の育成
（社内専門教育の水平展開）

階層別研修の充実（全体の底上げ）
若手層からシニア層まで世代や立場にフィットした階
層別教育の充実と横連携の強化

多様な“個”が活躍する風土の醸成
ダイバーシティ推進、キャリア支援などを通じた個々
の人材サポート、モチベーションの向上

自社知識を持つ
他国の知識を得る

FDK（自社）に関する十分な知識を持ち、
他国の文化を尊重しながら、異なる文化
環境での業務に対応する

FDKの歴史、商品、商圏、経営知識
他国の文化、歴史、社会、経済の状況

グローバルな視点で物事を思考し、実行
する能力（語学力、コミュニケーション
力）を有する

ローカル、グローバルを総合して
考えることができる

実行フェーズで必要とされる
語学力、コミュニケーション力を持つ

語学力、コミュニケーション力

グローバル人材イメージ図



安全衛生活動

国内 FDK グループ労働安全衛生・環境方針

「基本理念」
私たちは、人間を尊重し一人一人の「生命」と「心」を大切にします。また、Smart Energy Partner

として先進技術を結集し、お客様に電気エネルギーを安心して効率的に活用いただき、持続可能
な社会の実現と発展に貢献します。

当社で働くすべての人の安全と健康を守り、豊かな自然・美しい地球環境を次世代に伝えてい
きます。

電池、エレクトロニクス関連の素材・部品とそれらの応用製品および各種製造設備の開発・設
計・製造・販売において安全第一に徹し、快適な職場づくりと心と身体の健康づくり、環境保護に
全員参加と協議により取り組みます。

労働安全衛生推進体制

当社グループでは、各事業所における「事業所安全衛生委員会」を統括する機能として、「中央安
全衛生委員会」を四半期ごとに開催し、全社的な安全衛生活動計画を策定しています。各事業所で
は「事業所安全衛生委員会」を労使合同で毎月開催し、安全衛生活動計画に沿った活動を行なって
います。なお、多くの事業所では、労働安全衛生マネジメントシステムである ISO45001 の認証を
取得しておりマネジメントシステムを活用することにより、より高いレベルの労働安全衛生体制
の実現に取り組んでいます。

社員の安全衛生意識向上への取り組み

各階層へマネジメントシステムに従った安全教育と全社員を対象にした e ラーニングを実施
しています。製造現場で働く新卒者・中途入社者へは雇い入れ教育を実施し、各現場のリスクにつ
いて理解を深めてから業務へ入るようにしています。その他、定期的な緊急時対応訓練等を実施
しています。

ISO45001 認証取得状況
FDK 株式会社
●湖西工場・鷲津工場・高崎工場・鳥取工場
海外グループ会社
● FUCHI ELECTRONICS CO., LTD.（台湾）
● XIAMEN FDK CORPORATION（中国・厦門）
● BAOTOU FDK CO., LTD.（中国・包頭）
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度数率… 100 万延べ実働時間あたりの労働災害による死傷者数

強度率… 1,000 延べ労働時間あたりの労働損失日数
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「健康経営宣言」2024 年度策定

当社グループは、経営理念として「進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために」を掲げており、企業
活動の中心である従業員が心身ともに健康であり、公私ともに充実した生活を送ることができる
とともに、活力に満ちた職場環境の実現に向けて従業員の健康維持・増進に取り組むことを宣言
します。

「健康経営方針」

1.�当社グループは生活習慣病予防や適切な健康診断による病気の早期発見に取り組むとともに、健
康診断結果にもとづくフォローアップの徹底により従業員とその家族の疾病予防に取り組みます。

2.�当社グループは、すべての従業員の健康を守るために従業員のヘルスリテラシー（健康意識・知識）
の向上を目的に健康増進に向けた情報発信に取り組みます。

3.�当社グループは、従業員一人ひとりが能力と個性を最大限に発揮でき、イキイキと働くことができ
る安心・安全な職場環境の実現に向けてコミュニケーションの活性化に取り組みます。

「重点施策」

当社グループは主要拠点に健康管理スタッフを配置し、健康保険組合と連携して、ありたい姿
と重点施策を定め、社員とその家族の健康維持・増進およびヘルスリテラシー（健康に関わる素
養）を高める健康支援活動に取り組んでいます。

「最終的な目標指標」

●労働生産性の向上：
プレゼンティーイズムの改善

●休職者数の低減：
アブセンティーイズムの改善

●ヘルスリテラシーの向上：
健康・医療の知識入手、理解

●ワーク・エンゲージメントの向上：
仕事にやりがいを感じ充実した状態

2024 年度の主な活動実績

■プレゼンティーイズムの改善（労働生産性の向上）
■アブセンティーイズムの改善（休職者数の低減）

● 定期健診有所見者への二次検診勧奨（2024 年度実績 91.3%）
● ストレスチェックとフォローについて全社共通の仕組み構築（集団分析結果説明会、セミナー開催）
● ウォーキング活動（参加延べ人数：1,869 名　目標 8,000 歩／日、年 2 回開催）

■ヘルスリテラシーの向上（健康・医療の知識入手、理解）
● 健康たより発行（生活習慣の改善・歯の健康保持・身体とホルモンの関係・食べすぎ、飲みすぎ）
● 全社eラーニング（各種休暇制度の周知および有給休暇取得促進（全員受講）・アサーションに関

するeラーニング（1,764名受講））
● セミナー（女性の健康セミナー「男性にも知って欲しい、女性ホルモンと女性の健康」（80名受講））
● インフルエンザ予防接種（事業所内集団接種実施・従業員、扶養家族の費用全額補助）
● 生活習慣病予防川柳の公募（テーマ：少酒・応募件数 126 件（8 名の方受賞））

■ワーク・エンゲージメントの向上
● 2024 年度の従業員満足度（回答率 99.1％）の結果をもとに、役員・部門長を対象とした「組織活性

化研修」の実施（65 名参加）

健康経営の効果　■ 最終指標 ■

85.083.0

0
20
40
60
80

100
（％）

0
20
40
60
80

100
（％） （％）

2022 2023 2024 2025 2022 2023 2024 2025 2022 2023 2024 2025 2022 2023 2024 2025 2022 2023 2024 2025

プレゼンティーイズムの
向上

ヘルスリテラシーの
向上

アブセンティーイズムの
改善

ワークエンゲージメントの
向上 （参考）

東大1項目式（SPQ） eラーニング受講率

セミナー等参加率 その他疾患での休職

メンタル休職

エンゲージメント(2設問の平均)

eラーニング理解度 自分の仕事に誇りを感じる
仕事をしていると活力が
みなぎるように感じる

測
定
な
し

測
定
な
し

4.3
17.6 19.4 25.0

0.0

86.8
95.7 96.0

0.50

0.36

0.66

0.30

0.24

0.42
0.53

0.15
0.00

0.20

0.40

0.60
3.39 3.48 3.40 

2.60 2.80 2.70 

0
1
2
3
4
5

2.45 
2.80 2.60 

2.74 2.80 2.80 

0

1

2

3

4

・�4 指標中 2 指標で目標達成（ヘルスリテラシー・ワークエンゲージメント）
・�今回追加となったプレゼンティーイズムは今後も測定継続することで定点観察を行なう
・�休職者に関するアブセンティーイズムに影響を与えることは難しいが、休職期間が長期化している従業員に対して、復職でき

ていない理由を把握していく必要がある

「健康経営優良法人」の認定取得

経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人認定制
度」において、「健康経営優良法人 2025」に認定されました。

健康経営の実現

マテリアリティ　❸多様な人材の活躍推進

健康セミナー受講の様子
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マテリアリティ　❹コーポレート・ガバナンスの持続的強化／リスクコンプライアンスの高度化

FDKでは、多岐にわたるステークホルダーとの良好な関係が当社の企業価値の重要な一部

を形成するものと認識しています。そのためにはステークホルダーの立場を踏まえ、経営の透

明性と客観性を確保した迅速な意思決定を実現するための体制と監督機能の強化が必要不

可欠であると考えています。

コーポレート・ガバナンスにおいて、経営の監督と執行の分離の徹底、事業の迅速な執行体制

の確立、社外取締役による適切な監督・監査、リスクマネジメント、内部統制システムの適切な

運用を推し進め、透明性の高い経営の実現に取り組んでいます。また、ステークホルダーへの

情報開示を積極的に行ない信頼関係の構築に努めています。

〉〉  リスク
● データの改ざん、横領、談合などの法令違反や不祥事による損失の発生および当社に対する信用

の低下、社会的信用の失墜、企業価値の毀損
● 会計プロセス不備、内部統制違反による損失の発生および当社に対する信用の低下、社会的信用

の失墜、企業価値の毀損
● 他社の知的財産権を侵害した場合の訴訟提起、損害賠償請求

〉〉  リスクへの対応
● コーポレート・ガバナンスの透明性向上（中期事業計画、ガバナンス報告書）
● 当社グループ全体のコンプライアンス教育によるコンプライアンス意識の向上
● コンプライアンス違反リスクの洗い出しとリスク評価の実施対応
● 内部通報制度の適切な運用
● 自社知的財産権の適正な権利化および侵害予防調査の徹底
● 規制や法令の遵守、制度変更への対応

〉〉  機会
● 意思決定の透明性の向上や変化への適切な対応による安定的な経営基盤の確立
● 適切な情報開示によるステークホルダーの信頼の獲得
● リスクマネジメント体制の強化
● コンプライアンス体制の確立による企業価値の向上
● 知的財産業務の DX 化推進

中長期目標 2024 年度実績

指名・報酬委員会の計画的な運営
および改善

・指名・報酬委員会の運営と取締役会への確実な答申
・コーポレートガナンス・ポリシーの策定

ステークホルダーへのアカウンタ
ビリティの充実

・外部からの調査および問い合わせへの対応
取引先調査：� 39 件
メディア・投資家・株主：� 86 件
メディア等調査・アンケート：� 20 件

・株主、投資家に向けた適切な情報開示

リスクマネジメントの経営プロ
セスへのさらなる深化

・リスクコントロールの推進
・�人権やコンプライアンス教育に関するeラーニングの実施 
（受講率 100%）

内部統制の推進による業務上の
リスクコントロールの強化

・BAOTOU FDK に対する内部統制整備支援
・海外拠点の安全保障輸出管理に関する監査および提言
・不正防止および不正の早期発見、早期是正による再発防止

法 令・社 会 規 範 の 監 視 体 制 の
維持・継続的な教育

・内部通報および相談受付実績：8 件
・e ラーニングの実施（受講率 100%）

リスクと機会 指標および目標

重点テーマ ステークホルダーの立場を踏まえ、経営の透明性と客観性を確保した
迅速な意思決定を実現するための体制と監督機能の強化
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マテリアリティ　❹コーポレート・ガバナンスの持続的強化／リスクコンプライアンスの高度化

基本的な考え方

FDKグループは、コーポレート・ガバナンスを充実させることが、企業の健全性、透明性の向上と株
主価値の向上につながるものと考えており、金融商品取引所が定めるコーポレートガバナンス・コード
の原則を踏まえた各施策、必要に応じて経営体制の見直し、組織の整備を実施しています。また、経営
内容の迅速な情報開示に努めるとともにインターネットを通じて財務情報の提供を行なうなど幅広い
情報開示を図り公正性と透明性を高めることにも努めています。

当社は経営の意思決定・監督機能と業務執行機能を分離し、取締役会のチェック機能を強化する
ため、執行役員制度を導入しています。当社の取締役会は、取締役（監査等委員を除く）4 名と監査等
委員である取締役 3 名で構成されています。

取締役会は原則毎月 1 回開催し、経営に関する重要事項を決定するとともに、業績の進捗状況に
ついても議論し、対策等を検討しています。

監査等委員会は、社外取締役 3 名の監査等委員で構成され、原則毎月1回と必要に応じて随時開催
し、経営の適法性および妥当性の監督、監査を行なっています。また各監査等委員は取締役会に出席
し、経営全般または個別案件に関する客観的かつ公正な意見陳述を行なうとともに、監査等委員会で
立案した監査方針に従い、取締役の業務執行の適法性、妥当性を監査しています。

コーポレート・ガバナンス充実のための施策として、当社グループ全体のコンプライアンスの推進に
積極的に取り組むため「FDK 企業行動指針」において法の遵守の基本原則を設けております。

2022 年 3 月には取締役の指名・報酬等に関する手続きの公正性・透明性および客観性を強化し、
コーポレート・ガバナンス体制のより一層の充実を図ることを目的に、取締役会の諮問機関として任
意の「指名・報酬委員会」を設置しました。

任意の指名・報酬委員会は社内取締役 1 名と独立社外取締役 2 名の 3 名で構成されており、取締
役会から諮問を受けた次に掲げる事項等の審議、取締役会への答申を行ない、取締役、監査等委員
である取締役の指名・報酬について公正性と透明性を高めるための検討・議論を行なっています。

なお、2024 年度は 4 回の委員会を開催し、委員全員がすべての委員会に出席をしています。

＜指名・報酬委員会諮問事項＞
●取締役および監査等委員である取締役の選任および解任に関する事項
●代表取締役の選定および解職に関する事項
●独立社外取締役の選任に関する事項
●指名・報酬委員会の委員の選定および解職に関する事項
●取締役および監査等委員である取締役の報酬に関する事項

●後継者計画の策定・運用に関する事項
●その他、取締役会が必要と判断した事項

役員トレーニング
当社では、専門知識の更新および専門外知識の習得を目的として、外部講師による取締役および

執行役員を対象としたトレーニングを毎年実施し、取締役および執行役員の知識、知見の向上に継続
して取り組んでいます。

2024 年度は「事業ポートフォリオマネジメント投資審査」をテーマに講師を招き、トレーニングを実
施しました。

取締役会実効性評価
当社では、取締役会の課題を抽出し、取締役会構成メンバーが当該課題を共有することで、取締役会

の実効性を高めるための改善につなげることを目的に、取締役会の実効性評価を毎年実施しています。
アンケートによる自己評価および第三者機関によるアンケートの分析結果にもとづいたディスカッ

ションを実施し、取締役会における課題の討議を行ない、取締役会の監督機能強化に継続して取り組
んでいます。

コーポレート・ガバナンスの強化
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＊2025年7月1日現在

会計
監査人

監査等委員会

監査等委員会室

内部監査部門（監査部）

監査等委員3名
（うち独立社外取締役2名）

指名・報酬委員会
取締役1名、監査等委員2名
（うち独立社外取締役2名）

取締役会
取締役4名、監査等委員3名
（うち独立社外取締役２名）

選任・解任 選任・解任

指示

連携

連携

連携

選任・解任

選定・解任・監督

監査・監督
諮問

答申・提案

報告

報告

報告

監査

監査
監査

指示・監督

執行役員 執行役員7名　

各部門、グループ各社

経営会議（業務執行決定）

代表取締役社長

株主総会

体制図



当社グループの取締役

1985 年 4 月 富士通株式会社入社

2005 年 7 月 同社グローバルビジネスマネジメント本部 
グローバル戦略室担当部長

2007 年 1 月 FUJITSU AUSTRALIA LIMITED
エグゼクティブ・ディレクター

2009 年 6 月 富士通株式会社海外ビジネスマネジメント本部長代理
兼 グローバルプロジェクト推進室長

2015 年 4 月 同社財務経理本部 VP 
兼 グローバルプロジェクト推進室長

2016 年 5 月 FUJITSU AMERICA, INC.CFO
富士通株式会社財務経理本部 VP 
兼 グローバルプロジェクト推進室長

2019 年 4 月 当社執行役員常務
当社コーポレート本部副本部長

2019 年 6 月 当社代表取締役社長　現在に至る
当社執行役員社長　現在に至る
当社営業本部長

代表取締役社長

長野　良

期待される役割

中期事業計画「R2」で三本柱に掲げた「主力ビジネスの利益ある成長の加
速」、「新規ビジネスの始動と開拓」、「認め合い・高め合う文化の醸成」を推
進し、当社の経営および財務基盤を安定させるとともに成長路線へ導く
ことで当社の企業価値を向上させることであります。

前列左から　取締役 平野 芳晴　代表取締役社長 長野 良
後列左から　�社外取締役 酒向 潤一郎　社外取締役 徐 幼珍　社外取締役 粟津 瑞恵　社外取締役 陳 怡光　社外取締役 山﨑 頼良

スキルマトリックス
当社における地位 氏名 企業経営／経営戦略 リスク・コンプライアンス／法務 財務会計 事業部／開発技術 ESG／サステナビリティ グローバル

代表取締役社長 長野 良 ● ● ● ● ●

取締役 平野 芳晴 ● ● ●

社外取締役 酒向 潤一郎 ● ● ●

社外取締役 徐 幼珍 ● ● ● ●

社外取締役（監査等委員) 粟津 瑞恵 ● ● ●

社外取締役（監査等委員) 陳 怡光 ● ● ● ● ●

社外取締役（監査等委員) 山﨑 頼良 ● ● ●
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1990 年 4 月 当社入社

2012 年 11 月 当社総務部長 兼 広報・IR 室長

2016 年 4 月 当社総務人事統括部長 兼 総務人事部長 
兼 リスク・マネジメント部長 
兼 広報・ IR 室長

2017 年 4 月 当社執行役員　現在に至る

2018 年 3 月 当社 CSR・コンプライアンス統括部長 
兼 総務人事部長 
兼 リスク・コンプライアンス部長

2018 年 4 月 FDK パートナーズ株式会社代表取締役社長  
現在に至る

2020 年 6 月 当社取締役　現在に至る   
当社コーポレート本部長　現在に至る

2021 年 4 月 FUCHI ELECTRONICS CO., LTD. 董事長  
現在に至る

2023 年 4 月 当社コンシューマ営業統括部長　現在に至る

2024 年 1 月 XIAMEN FDK CORPORATION 董事長  
現在に至る

取締役

平野　芳晴

期待される役割

中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行および事業価値向上の
ための成長路線の確立、当社のコーポレート・ガバナンスを一層強化す
ることで当社の企業価値を向上させることであります。

2001 年 12 月 株式会社富士通中部システムズ入社

2004 年 6 月 富士通株式会社入社

2009 年 4 月 同社財務経理本部マネージャー

2012 年 6 月 株式会社アニモ監査役　現在に至る

2020 年 4 月 富士通株式会社関連事業本部
シニアマネージャー

2020 年 6 月 FLCS 株式会社監査役　現在に至る

2021 年 4 月 富士通株式会社関連事業本部
事業開発統括部長

2022 年 4 月 同社関連事業本部長 
グローバル・イノベーション・パートナーズ株式会社代表取締役
現在に至る

2023 年 4 月 株式会社デンソーテン取締役 
富士通セミコンダクター・ファンド株式会社代表取締役
現在に至る

2024 年 6 月 当社取締役　現在に至る

2024 年 9 月 FCL コンポーネント株式会社社外取締役　現在に至る

2025 年 4 月 富士通株式会社ビジネスマネジメント本部
エグゼディレクター 現在に至る

社外取締役

酒向　潤一郎

期待される役割

当社の中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行状況の監督およ
び事業構造改革の方向性などについて、事業戦略部門での経験を通じて
培われた広い見識により社外取締役として意見を述べていただくことで
あります。

マテリアリティ　❹コーポレート・ガバナンスの持続的強化／リスクコンプライアンスの高度化

2010 年 3 月 INFO-TEK CORPORATION 入社

2014 年 6 月 INFO-TEK CORPORATION Assistant Vice President（Sales & 
Marketing/Production & Material Planning/Procurement）

2020 年 11 月 INFO-TEK CORPORATION President　現在に至る

2020 年 12 月 SILITECH （BVI） HOLDING LTD. Board Director
現在に至る 
SILITECH （BERMUDA） HOLDING LTD. Board Director
現在に至る
SILITECH TECHNOLOGY CORPORATION SDN. BHD. Board 
Director　現在に至る

2021 年 1 月 SILITECH TECHNOLOGY CORPORATION President
現在に至る

2025 年 6 月 当社取締役　現在に至る

社外取締役

徐　幼珍

期待される役割

当社の中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行状況の監督およ
び当社の財務基盤の安定化ならびに持続的な成長に向けた経営施策全般
について会社代表者の経験を通じて培われた広い見識により社外取締役
として意見を述べていただくことであります。
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2010 年 2 月 あずさ監査法人（現有限責任あずさ監査法人）入所

2014 年 4 月 国際連合世界食糧計画 イタリアローマ本部財務担当官

2018 年 8 月 同機関 日本事務所政府連携担当官

2023 年 3 月 山﨑公認会計士事務所代表　現在に至る 
双信電機株式会社社外取締役監査等委員

2024 年 6 月 松尾電機株式会社社外監査役　現在に至る 
株式会社 Fidelity Bridge 共同代表　現在に至る

2025 年 6 月 当社取締役（監査等委員）　現在に至る

社外取締役（監査等委員）

山﨑　頼良

期待される役割

当社の中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行状況や当社の財
務基盤の安定化および持続的な成長に向けた経営施策全般について、公
認会計士としての経験により培われた広い見識により監査等委員である
社外取締役として監督・監査いただくことであります。

2002 年 12 月 DUPONT TAIWAN LIMITED 入社

2011 年 9 月 同社 AP 地域マーケティングエクセレンス部長

2016 年 2 月 Walsin Technology Corporation 海外事業営業本部長

2019 年 10 月 釜屋電機株式会社取締役

2020 年 5 月 同社代表取締役社長 
日通工エレクトロニクス株式会社代表取締役会長

2021 年 6 月 双信電機株式会社取締役

2023 年 6 月 Walsin Technology Corporation チップ抵抗器事業部長

2024 年 6 月 松尾電機株式会社代表取締役社長　現在に至る

2025 年 3 月 双信電機株式会社代表取締役社長　現在に至る 
釜屋電機株式会社取締役　現在に至る

2025 年 6 月 当社取締役（監査等委員）　現在に至る

社外取締役（監査等委員）

陳　怡光

期待される役割

当社の中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行状況や当社の財務
基盤の安定化および持続的な成長に向けた経営施策全般について、会社
代表者の経験により培われた広い見識により監査等委員である社外取締
役として監督・監査いただくことであります。

マテリアリティ　❹コーポレート・ガバナンスの持続的強化／リスクコンプライアンスの高度化

2006 年 8 月 KPMG, LLP 米国ニューヨークオフィス入社

2008 年 6 月 同社会計監査シニアアソシエイト

2009 年 2 月 上海フレンドリーコンサルティンググループ
会計コンサルタント

2011 年 9 月 アマゾンジャパン株式会社会計アナリスト

2014 年 6 月 Two Miles 会計事務所 
会計税務コンサルタント（米国ハワイ州）

2016 年 6 月 Honu Consulting International LLC
（米国ハワイ州）設立

2021 年 4 月 Honu Aloha 設立　現在に至る

2022 年 6 月 当社取締役（監査等委員）　現在に至る

社外取締役（監査等委員）

粟津　瑞恵

期待される役割

当社の中期事業計画「R2」の達成に向けた各施策の実行状況および財務
会計状況、多様性を含む持続的な成長に向けた経営施策全般について、
これまでの職務経験から培われた広い見識により監査等委員である社
外取締役として監督・監査していただくことであります。



ステークホルダーとのコミュニケーション

FDK グループは、良き企業市民としてステークホルダーの多様な期待と要請を理解して企業活動
を行なっています。公開すべき情報を的確に開示し、ステークホルダーとの対話を行ない、事業活動へ
の反映を通じて社会に貢献する企業活動を継続的に行なうことによって、企業価値の向上に努めて
います。

ステークホルダーへのアカウンタビリティの充実

お客様 お取引先様 株主・投資家 社員 国際社会・地域社会

ステークホルダーと FDK が
共有する関心領域

●高品質な製品の提供
●�安全供給、サプライチェーンマネ

ジメントの徹底、法令遵守
●環境負荷低減推進
●安全操業
● BCP 対応
●適正価格
●設備投資

●公平・公正・透明性のある取引
●�サプライチェーンマネジメントの

徹底、法令遵守
●安全操業
●事業継続性
●環境負荷低減推進

●企業価値向上
●適正株価
●財務基盤の安定
● ROE、ROIC の引き上げ
●収益向上
●安全操業
● ESG、SDGs の推進
●タイムリーな情報提供

●働き方改革の推進
●イキイキと働ける職場環境の構築
●幅広い人材の活用
●教育、福利厚生などの充実

●地域との共生
●地域発展への貢献
●安全操業
●環境負荷低減推進
●防災対応

コミュニケーション機会

●営業部門・品質保証活動
●�安全かつ効率的に活用いただける

製品の提供
●展示会への出展
● WEB サイトによる情報提供
● WEB サイトのお問い合わせ窓口

●製品材料、資材の調達
●品質監査、工程監査などの実施
●�環境負荷低減、CO2削減への取り

組み

●定時株主総会の開催
●統合報告書の発行
●会社紹介パンフレットの発行
● WEB サイト等による情報配信
●ニュースリリースでの情報配信

●�ビデオ配信を含む社長メッセージ
の配信

●従業員満足度調査の実施
●各種研修や e ラーニングの実施
●�ストレスチェックや健康診断など

の健康管理
●労働組合との協議

●�「太陽とツナガル電池の音コンサー
ト」の開催

●�地域の清掃や交通安全活動などの
ボランティア活動

●環境負荷低減、CO2削減への貢献

コミュニケーションを通じた
価値創造

●�既存製品における性能向上を目指
した新製品の開発

●次世代電池の研究開発の推進

●公正な取引機会の確保
●より良いパートナーシップの構築
● �SDGs を共通目標とした価値共有、

社会的責任の遂行

●適時・適正な情報開示
●�資本市場からの適切な評価獲得、

資本市場の要望のフィードバック
による企業価値向上

●�社会課題やサステナビリティに関
する取り組みと開示

●�健康で働き続けられる労働環境の
提供

●�自身の健康に関する自認や管理の
促進

●�国際社会・地域社会からのニーズ
や期待に応える積極的なコミュニ
ケーション、社会貢献への参加

●�各種宣言、活動への参画を通した
責任ある企業活動の実践
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内部統制システムの継続的な運用

基本的な考え方

FDK グループは、企業の社会的責任を果たすためには、コーポレート・ガバナンスの充実が不可
欠であるとの認識のもと、お客様、お取引先様、株主、従業員、地域社会などのステークホルダーと
の健全で良好な関係を維持しつつ、業務の適正性、財務報告の信頼性を確保するとともに、関連法
規、定款を遵守する経営を実現してまいります。

また、当社グループの企業価値の持続的向上を図るためには、経営の効率性を追求するととも
に、事業活動より生じる様々なリスクをコントロールすることが必要であり、諸施策の継続的な
実施を推進してまいります。

業務の適正を確保するための体制

1. 取締役および従業員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
2. 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
3. 損失の危険の管理に関する体制
4. 当社および子会社の取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制
5. 当社および子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
6. 監査等委員会の監査の適正性を確保するための体制

コンプライアンスの徹底

基本的な考え方

FDKグループは、従業員一人ひとりの行動の基準となる「FDK 企業行動指針」を定めています。この
行動指針の構成要素である「行動規範」において「人権を尊重する」「公正で自由な取引を行なう」「法
令および社会規範を遵守する」「知的財産を守り尊重する」「情報セキュリティを徹底し、秘密を保持す
る」「業務上の立場を私的に利用しない」ということを明確にしています。この行動規範にもとづいて
事業を遂行することにより、株主やお取引先様、消費者の信頼を得られるように努めています。

コンプライアンス教育

FDK グループでは、新入社員教育、中堅社員教育、新任課長研修などの階層別研修において、社
内規定や外為法、製造物責任法、独占禁止法、個人情報保護法などの業務に関係の深い法令につい
て説明を行ない、理解促進を図っています。上記の他にも全従業員を対象とした様々なコンプラ
イアンス教育（e ラーニングを含む）を継続して実施しています。また、イントラネットを利用し
て、関連法令の改正情報や違反事例の紹介・周知などコンプライアンスに関する様々な情報を従
業員に提供し、法令遵守に関する意識の向上に努めています。

事業運営に関わる法令の遵守

FDK グループでは、「中央安全衛生委員会」「全社環境管理委員会」「製品含有化学物質管理委員
会」「輸出管理委員会」「製品安全化推進委員会」などの専門組織を設置し、法令を遵守した事業運
営に取り組んでいます。事業を行なう地域の文化や習慣を理解し社会動向などにも的確に対応す
ることにより、倫理的な面からもコンプライアンスの徹底を図っています。

内部通報制度

FDK グループでは、コンプライアンス違反行為に関する通報および相談の適切な処理の仕組み
を定めることにより、不正行為等の早期発見と是正を図り、法令を誠実に遵守する公正な経営の
強化に資することを目的として、「内部通報窓口」および「お取引先コンプライアンス受付窓口」を
設置しています。「内部通報窓口」および「お取引先コンプライアンス受付窓口」への通報について
は、「内部通報規程」によって通報者の秘密が確保されるとともに、通報を行なったことによるい
かなる不利益も受けないことが保証されています。通報にもとづく調査の結果、問題が認められ
た場合は、すみやかに改善措置を講じています。

2024 年度は 8 件の通報・相談があり、いずれも適切な対応を行ないました。

内部統制の推進による業務上のリスクコントロールの強化
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リスクマネジメントの取り組み

FDK グループは、グローバルな事業活動を通じて、企業価値を持続的に向上し、お客様や地域社
会をはじめとするすべてのステークホルダーの皆様に貢献することを目指しています。この目的
を達成するため、事業活動により生じるリスクを的確に把握し、対応することを重要な課題と位
置づけ、FDK グループ全体のリスクマネジメント体制を構築し、その実践と継続的改善を行ない
ます。

FDK グループでは、取締役会において「内部統制システム構築の基本方針」を定めており、どの
ような体制・規律をもって経営の効率性の追求と事業活動により生じるリスクをコントロールし
経営に臨むかについて、その基本方針を開示しています。

〈リスクマネジメントのプロセス〉

1. 各部門において、事業活動に伴なう潜在リスクを抽出、評価・検証します。
2.�各リスクの対応優先度を明確化し、リスクコントロール（リスクの回避・軽減・移転・保有）の方針を

決定します。
3. 決定した方針に従って、各部門にて未然防止策を検討し、実施します。
4.�リスクが顕在化した場合には、各部門はリスク・コンプライアンス委員会へエスカレーションしま

す。また関連部門、リスク・コンプライアンス委員会事務局などと連携し、適切な対応をとることに
よって、問題の早期解決、影響の最小化を図るとともに、原因究明に努め、再発防止策を立案し、実行
します。
これらの各プロセスにおいても実行状況を確認し、随時改善を図ります。
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リスクマネジメントのプロセス図

モニタリング・見直し、継続的改善

アセスメント

●リスクの抽出
●分析・評価 顕在化したリスクへの対応

●迅速なエスカレーション
●複数部門による早期対応、影響最小化
●再発防止策の立案・実行

対策

●回避策、未然防止策などの軽減策の検討・実施
●移転・保有の検討・実施
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マテリアリティ　❺地域・社会・コミュニティーの持続可能性への貢献

FDKグループは、良き企業市民として地域社会の一員であることを自覚し、笑顔あふれる未来

の創造に向けた取り組みを継続的に推進しています。

2024 年度には、防災啓発をテーマとしたラジオ番組「ソナエル Radio」による情報発信や、環

境啓発として太陽光で充電したニッケル水素電池を電源とする「太陽とツナガル電池の音コ

ンサート」を全国 17 回開催し、環境と音楽を融合させた新たな価値を提供しました。

また、拠点周辺の清掃活動や献血、福祉施設への支援、障がい者訓練生の受け入れなど、地

域に根ざした貢献活動を展開しています。特に献血活動では、湖西・鳥取・高崎工場にて延べ

108 名が参加し、命を支える活動として定着しています。FDKグループは、事業活動を通じて地

域と笑顔をつなぎ、持続可能な社会の実現に向けて歩みを進めています。

中長期目標 2024 年度実績

ツナガル情報の発信 防災啓発をテーマとしたラジオ番組「ソナエル Radio」（毎週
月曜日放送）での防災に関する情報発信

未来にツナゲル機会の提供 「太陽とツナガル電池の音コンサート」の全国開催 17 回 / 年間

笑顔をツナグ貢献活動の推進

拠点周辺の清掃活動
献血活動の実施
福祉協議会や地域学校への古切手・ペットボトルキャップの
提供
授産施設からの物品購入の促進
フードバンクへ防災備蓄品提供
道の駅構内清掃および花壇の除草・花植え
障がい者訓練生の受け入れ
ベルマークの回収および寄付
地域交通安全活動への参加

「太陽とツナガル電池の音コンサート」を開催

FDK では、社会貢献活動の一環として、希少楽器であるクラビ
オーラの世界唯一のプロ奏者である折重由美子氏による「太陽と
ツナガル電池の音コンサート」をサポートしています。このコン
サートは、太陽光で充電したニッケル水素電池のみを電源に使用
しており、循環型エネルギーを目指した地球環境にやさしい充電
池と地球環境保護をテーマに音楽活動をされている折重由美子
氏とのコラボレーションによるコンサートです。FDK グループ
は、これからも自社の事業を活かした社会・環境貢献活動に取り
組んでまいります。

献血活動の実施

FDK では、地域社会への貢献活動の一環として、継続的な社内
献血を実施しております。少子高齢化に伴なう慢性的な血液需要
という社会課題に対して、企業としてできる「命を支える行動」と
位置づけ、活動を推進してまいりました。就業時間内での参加を
可能とすることで従業員が無理なく参加できる環境を整え、現在
は湖西工場・鳥取工場・高崎工場にて毎年 2～3 回程度の献血活動
を実施しております。2024 年度は、上記の拠点で合計 108 名（延
べ）の従業員が参加しました。今後も献血活動を継続し、地域社会
と命をつなぐ持続的な取り組みとして発展させてまいります。

未来にツナゲル機会の提供

笑顔をツナグ貢献活動の推進

指標および目標

重点テーマ 地域社会と繋がり笑顔溢れる世の中の実現
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